
   
 

  
令和元年 12 月 17 日 

大 臣 官 房 会 計 課 

 

 

 

 

令和２年度予算大臣折衝について 

 

 

本日行われました令和２年度予算大臣折衝の結果について 

お知らせします。  

 

 

 

                     

 

【お問い合わせ先】 
道路局 
総務課 企画官 髙田        代表 ０３－５２５３－８１１１（内線 ３７１０２） 

直通 ０３－５２５３－８４７３ 
                   FAX ０３－５２５３－１６１３ 
  企画課 企画専門官 小島     代表 ０３－５２５３－８１１１（内線 ３７５２２） 
                  直通 ０３－５２５３－８４８５ 
                  FAX ０３－５２５３－１６１８ 

 
海上保安庁 
主計管理官付 課長補佐 早川   代表 ０３－３５９１－６３６１（内線 ２７０２） 

直通 ０３－３５８０－１０１６  
                   FAX ０３－３５９７－９４２０ 
 

 



 
 
 
 
 
 

令 和 ２ 年 度 予 算 

大 臣 折 衝 結 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１２月１７日 

国 土 交 通 省 



令和元年 12 月 17 日 

国 土 交 通 省 

 

 

令和２年度予算大臣折衝の結果 

 

 

 

○道路の橋梁等の老朽化対策にかかる 

個別補助制度（道路メンテナンス事業補助）の創設 

                 

認められた。 

 

 

○戦略的海上保安体制の構築等の推進 

 

                 認められた。 

 



道路の橋梁等の老朽化対策にかかる 

個別補助制度（道路メンテナンス事業補助）の創設 

 

○ 道路の老朽化対策については、平成２６年度より、地方

公共団体の管理するものを含め全国の橋やトンネルなど

について、国が定める統一的な基準により、５年に一度の

頻度の点検を義務化して行ってきているところ。 

 

○平成２６年度から平成３０年度までの一巡目の点検結果

については、 

・ 次回点検までに措置を講ずべき橋梁が、約７万橋存在。 

・ このうち、点検結果を踏まえて平成３０年度までに修繕

に着手した橋梁は、地方公共団体管理で２０％。 

・ また、修繕が完了した橋梁は１２％にとどまっており、

地方公共団体の措置が遅れている。 

 

○ これらに対して、早急に対策を実施できるよう、地方に

対して集中的に支援することを可能とする個別補助制度

を創設することを要求。 

（令和２年度予算：２，２２３億円） 

 

○ 折衝の結果、財務大臣より、要求どおり認められること

となった。 



道路の橋梁等の老朽化対策にかかる
個別補助制度（道路メンテナンス事業補助制度）の創設

■ 道路メンテナンス事業補助制度の創設

（令和２年度予算：２，２２３億円）

○ 概要

道路メンテナンス事業

地方公共団体が管理する橋梁、トンネル等が対象
高度経済成長期に整備した道路施設の老朽化が急激に進んでおり、
例えば橋梁では、建設後50年経過する橋梁の割合が、現在は25％で
あり、10年後には50％に急増する。
平成26年度から平成30年度までの一巡目の点検において、次回点検
までに措置を講ずべき橋梁は、全体の約1割（約7万橋）存在する。
このうち、点検結果を踏まえて平成30年度までに修繕に着手した橋

梁は、地方公共団体管理で20％にとどまっており、措置が遅れている
状況となっている。これらに対して、早急に対策を実施できるよう地方
に対して計画的かつ集中的に支援を行う必要がある。

橋梁の例

長寿命化修繕計画

地方公共団体は、長寿命化修繕計画（個別施設計画）を策定・公表
橋梁、トンネル、道路附属物等の個別施設毎に記載された計画に位
置づけられた事業を支援

○○市

橋梁
長寿命化修繕計画
【個別施設計画】

記載内容
・施設名 ・延長
・判定区分
・点検・修繕実施年度
・修繕内容 ・対策費用 等

○○市

トンネル
長寿命化修繕計画
【個別施設計画】

記載内容
・施設名 ・延長
・判定区分
・点検・修繕実施年度
・修繕内容 ・対策費用 等

○○市

道路附属物等
長寿命化修繕計画
【個別施設計画】

記載内容
・施設名 ・延長
・判定区分
・点検・修繕実施年度
・修繕内容 ・対策費用 等

○ 道路の点検結果を踏まえ策定される長寿命化修繕計画に基づき実施される道路メンテナンス事業（橋梁、トンネル
等の修繕、更新等）に対し、計画的かつ集中的な支援を可能とする個別補助制度を創設する。

損傷状況（鉄筋露出）

（国庫債務負担行為を可能とし、効率的な施工（発注）の実施と工事の平準化を図る。）

修繕の様子（断面修復）

トンネルの例

損傷状況（うき・漏水）

修繕の様子（剥落対策）



戦略的海上保安体制の構築等の推進 

 

○ 平成２８年１２月に関係閣僚会議で決定された「海上保

安体制強化に関する方針」に基づき、海上保安体制の充実

強化を進めてきたところであるが、我が国周辺海域を取り

巻く情勢は一層厳しさを増している。 

 

○ このため、戦略的海上保安体制の構築のための巡視船、

航空機の増強等を着実に進めるとともに、これらの業務を

支える要員や運航費の確保、教育訓練施設の拡充等に必要

な予算を要求。 

（令和２年度予算：２，２５４億円） 

 

○ 折衝の結果、財務大臣より、要求どおり認められること

となった。 

 

 



（概要）
「海上保安体制強化に関する方針」に基づく体制の強化や、海洋状況把握（MDA）の能力強化に向けた取組など、
戦略的海上保安体制の構築等を推進する。

戦略的海上保安体制の構築等の推進

（令和２年度予算：２，２５４億円）


